
評書

書

評

栄
原
永
遠
男
著

『
奈
良
時
代
の
写
経
と
内
裏
』若

　
井
　
敏
　
明

　
二
十
慢
紀
最
高
の
実
証
史
家
福
山
敏
男
は
既
に
｝
九
三
〇
年
代
に
正
倉
院

文
書
の
分
析
に
着
手
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
主
に
第
一
次

文
書
の
公
文
書
が
対
象
と
な
っ
て
写
経
所
帳
簿
を
用
い
た
写
経
機
構
の
解
明

が
幾
入
か
の
先
学
を
除
け
ば
余
り
盛
ん
で
な
か
っ
た
の
は
、
分
析
の
困
難
さ

に
加
え
、
戦
後
歴
史
学
の
性
格
に
由
来
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
が
一

九
八
○
年
代
に
至
っ
て
写
経
所
帳
簿
の
研
究
が
活
発
化
し
、
正
倉
院
文
書
の

全
体
像
や
写
経
所
の
構
造
、
写
経
事
業
の
実
態
等
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
来
た
の
が
本
書
の
著
者
栄
原
永
遠
男
氏

で
あ
る
。

　
著
者
は
本
書
の
序
「
正
倉
院
文
書
研
究
の
課
題
」
の
中
で
、
写
経
所
帳
簿

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
基
底
に
は
、
帳
簿
分
析
の
可
能
性
へ
の
認
識
、
帳
簿

セ
ッ
ト
と
し
て
把
握
す
る
必
要
性
の
認
識
、
帳
簿
分
析
か
ら
王
権
や
仏
教
史
、

官
僚
機
構
・
文
書
論
へ
発
言
が
で
き
る
と
い
う
予
感
が
あ
り
、
な
か
で
も

『
正
倉
院
文
書
目
録
姫
や
噸
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
瞼
に
よ
っ
て
帳
簿
復

原
の
基
礎
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
た
意
義
が
大
き
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
原
本

を
調
査
で
き
な
い
立
場
か
ら
の
研
究
課
題
と
し
て
個
別
写
経
事
業
研
究
と
長

大
帳
簿
研
究
の
二
つ
を
挙
げ
、
更
に
、
現
存
帳
簿
群
の
多
様
性
の
検
討
、
写

経
所
の
構
造
と
変
遷
、
写
経
所
の
位
置
づ
け
が
、
写
経
所
文
書
の
全
体
構
造

把
握
の
為
の
課
題
だ
と
い
う
。
現
在
、
正
倉
院
文
書
、
特
に
帳
簿
類
を
用
い

た
写
経
所
の
実
態
解
明
が
、
著
者
を
は
じ
め
多
く
の
古
代
史
研
究
者
に
よ
っ

て
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
著
者
も
述
べ
る
様
に
、
こ
の
研
究
に
は
膨
大

な
正
倉
院
文
書
の
接
続
の
復
原
と
帳
簿
の
分
析
と
い
う
基
礎
作
業
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
為
の
研
究
方
法
・
技
術
の
習
得
や
基
礎
作
業
に
費
や
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
大
き
い
割
に
は
特
殊
で
一
般
化
で
き
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

の
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
著
者
は
、
写
経
は
職
司
（
皇
后
宮
職
・
造
東

大
寺
司
）
系
統
の
写
経
所
だ
け
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
事
に
注
意
を
喚
起

し
、
こ
れ
以
外
の
写
経
所
を
も
研
究
対
象
に
し
て
そ
れ
ら
を
比
較
し
、
職
司

系
統
写
経
所
の
写
経
事
業
全
体
の
中
で
の
位
置
を
検
討
す
る
事
、
い
わ
ば
職

司
系
統
写
経
所
の
相
対
化
が
必
要
だ
と
い
う
。
こ
の
諜
題
に
沿
っ
た
著
者
の

既
発
表
論
文
を
集
成
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
職
司
系
統
写
経
所
の
帳
簿
類
で
あ
る
正
倉
院
文
書
で
は
、
内
裏
や
貴
族
の

写
経
所
の
活
動
は
僅
か
に
物
品
や
人
の
や
り
と
り
の
際
に
し
か
姿
を
現
さ
な

い
。
僅
か
な
痕
跡
か
ら
全
体
を
推
理
す
る
と
い
う
困
難
が
付
き
纏
う
。
そ
の

困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
こ
れ
だ
け
の
業
績
を
あ
げ
た
著
者
に
、
ま
ず
深
い
敬

意
を
払
い
た
い
。
こ
の
意
義
深
い
論
文
集
を
批
評
す
る
の
は
私
の
能
力
に
余

る
が
、
以
下
私
の
関
心
に
即
し
て
若
干
の
内
容
紹
介
と
感
想
を
記
す
。
著
者

の
本
意
と
外
れ
て
い
る
点
は
予
め
御
寛
恕
を
乞
い
た
い
。

　
さ
て
、
本
書
は
次
の
様
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
第
王
宮
　
内
裏
系
統
の
写
経
機
関
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第
一
章
　
　
天
平
六
年
の
聖
武
天
皇
発
願
一
切
経

　
　
　
第
二
章
　
　
写
御
書
所
と
奉
写
御
執
経
所

　
　
　
第
三
章
　
　
内
裏
に
お
け
る
勘
経
事
業

　
　
　
第
四
章
　
　
初
期
写
経
所
に
関
す
る
二
三
の
問
題

　
　
第
H
部
　
内
裏
と
図
書
寮
経

　
　
　
第
五
章
　
　
図
書
寮
経
の
構
成
と
展
開

　
　
　
第
六
章
　
　
図
書
寮
一
切
経
の
変
遷

　
　
　
第
七
章
　
　
鑑
真
将
来
経
の
行
方

　
　
第
阻
部
　
藤
原
氏
と
写
経

　
　
　
第
八
章
　
　
藤
原
光
明
子
と
大
般
若
経
書
写

　
　
　
第
九
章
　
　
北
大
家
写
経
所
と
藤
原
北
央
人
発
願
一
切
経

　
　
　
第
一
〇
章
　
光
明
皇
太
盾
と
法
華
寺

　
　
　
第
＝
章
藤
原
仲
麻
呂
家
に
お
け
る
写
経
事
業

　
ま
ず
第
－
部
で
は
、
内
裏
系
統
の
写
経
所
と
初
期
の
皇
后
宮
職
系
統
の
写

経
所
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
第
－
部
で
は
、
図
書
寮
所
蔵
の
経
巻
と
鑑
真
将
来

経
が
扱
わ
れ
る
。
更
に
第
擁
部
で
は
、
著
者
が
内
裏
系
統
の
写
経
機
構
と
共

に
そ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
貴
族
の
宅
の
写
経
機
関
や
写
経
事
業
の
研
究
と

し
て
、
藤
原
氏
関
係
の
写
経
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
但
し
、
著
者
も
い
う
様
に

本
書
に
は
全
体
か
ら
見
て
穂
異
質
な
論
文
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
光

明
子
（
以
下
、
光
明
と
い
う
）
関
係
の
写
経
事
業
を
扱
う
諸
章
で
あ
る
。
ま

ず
写
経
司
か
ら
始
ま
る
初
期
の
皇
后
宮
職
系
統
の
写
経
所
を
扱
っ
て
い
る
第

四
章
が
あ
る
。
更
に
晩
年
の
光
明
皇
太
后
の
行
動
を
検
討
し
て
い
る
第
一
〇

章
も
、
そ
の
写
経
事
業
は
東
大
寺
写
経
所
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り

本
書
の
関
心
か
ら
ず
れ
て
い
る
感
が
す
る
。
又
第
八
章
も
光
明
関
係
の
写
経

事
業
を
扱
う
の
で
、
前
二
者
と
同
性
質
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
光

明
関
係
の
論
文
を
別
に
一
括
す
れ
ば
、

に
纏
め
ら
れ
よ
う
。

一二
一工四

本
書
が
収
め
る
諸
論
文
は
以
下
の
様

光
明
関
係
の
写
経
事
業
［
▽
第
四
、
八
、
一
〇
章

内
裏
系
統
の
写
経
所
［
▽
第
－
部
の
残
り

図
書
寮
所
蔵
経
δ
第
－
部

藤
原
氏
関
係
の
写
経
所
δ
第
蟹
部
の
残
り

二

　
ま
ず
、
光
明
関
係
の
写
経
所
を
論
じ
た
鰻
登
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
う
ち

第
八
章
と
第
四
章
は
東
大
寺
写
経
所
成
立
前
の
写
経
所
を
扱
い
、
第
八
章
で

は
、
正
倉
院
の
写
経
所
文
書
最
古
の
神
亀
四
年
～
五
年
の
「
写
経
料
紙
帳
」

を
分
析
し
、
こ
れ
が
立
雇
以
前
の
光
明
子
家
で
の
写
経
組
織
で
作
成
さ
れ
た

も
の
で
、
そ
こ
に
見
え
る
主
要
な
写
経
事
業
で
あ
る
二
度
の
大
般
若
経
書
写

が
神
亀
四
年
の
光
明
の
出
産
祈
願
と
神
亀
五
年
九
月
に
亡
く
な
っ
た
某
王
菩

提
の
為
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
写
経
事
業
は
独
立
の
写
経
機
関

で
は
な
く
光
明
子
家
の
家
政
機
関
の
業
務
と
し
て
行
わ
れ
た
と
推
測
し
、
写

経
紙
は
光
明
子
家
以
外
恐
ら
く
内
裏
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
見
て
事
業
の
発
願

者
は
聖
武
で
は
な
い
か
と
す
る
。
次
い
で
第
四
章
は
、
東
大
寺
写
経
所
成
立

前
の
写
経
所
の
変
遷
を
論
じ
る
。
野
阜
宮
職
系
統
の
写
経
所
が
写
経
潤
↓
東

院
写
一
切
経
所
↓
福
寿
寺
童
｝
切
経
所
↓
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
↓
東
大
寺

写
経
所
と
変
遷
す
る
の
は
福
山
敏
男
が
明
ら
か
に
し
た
が
、
著
者
は
そ
れ
を

精
査
し
て
以
下
の
様
な
見
解
を
示
す
。
①
写
経
司
は
天
平
十
年
三
月
末
頃
経

師
所
・
写
経
所
が
発
展
し
て
成
立
し
た
。
②
東
院
写
一
切
経
所
は
写
経
司
の

管
轄
下
に
天
平
十
一
年
七
月
下
番
か
ら
十
二
年
四
月
上
番
ま
で
活
動
し
、
写

経
活
動
の
殆
ど
全
て
を
担
当
し
た
。
③
天
平
十
二
年
四
月
下
番
か
ら
十
三
年
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評書

閏
三
月
十
一
日
迄
皇
后
宮
職
系
統
の
写
経
所
は
活
動
を
中
断
し
た
。
④
福
寿

寺
写
～
切
経
所
と
福
寿
寺
は
区
別
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
福
寿
眼
華
｝
切

経
理
は
十
三
年
閏
三
月
の
活
動
再
開
に
際
し
て
福
寿
寺
に
皇
后
宮
職
管
下
の

写
経
機
関
が
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑤
金
光
明
毒
写
一
切
経
所
は
天
平

十
四
年
五
月
末
日
頃
に
福
寿
寺
写
　
切
経
所
が
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
〇
章
で
は
光
明
の
晩
年
の
仏
教
事
業
を
扱
う
。
ま
ず
彼
女
の
発
病
を

天
平
宝
字
四
年
二
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
と
押
さ
え
た
上
で
、
そ
れ
以
前
に

開
始
さ
れ
た
先
一
切
経
の
書
写
を
同
年
正
月
二
十
九
日
に
没
し
た
藤
原
北
夫

人
追
善
の
為
と
推
定
し
、
同
年
正
月
十
　
日
の
宣
に
よ
っ
て
橘
三
千
代
追
善

と
思
わ
れ
る
法
華
経
・
金
剛
般
若
経
・
理
趣
経
の
書
写
が
開
始
さ
れ
た
事
と

合
わ
せ
て
、
こ
の
時
期
に
彼
女
の
皇
統
・
系
譜
意
識
の
高
揚
が
あ
っ
た
と
す

る
。
こ
の
意
識
と
は
、
皇
統
は
藤
原
氏
の
女
性
が
出
産
し
た
天
武
系
の
嫡
系

に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
更
に
彼

女
の
皇
統
・
系
譜
意
識
の
高
揚
を
辿
っ
て
、
天
平
宝
字
三
年
十
二
月
二
十
六

日
の
正
倉
院
か
ら
の
出
蔵
、
同
年
十
二
月
二
十
三
日
付
の
法
華
寺
金
版
、
天

平
宝
字
二
年
の
彼
女
の
大
病
を
契
機
に
し
た
門
大
小
王
真
跡
帳
」
「
藤
原
公

真
跡
屏
風
帳
」
の
献
納
と
法
華
寺
の
総
国
分
尼
寺
と
し
て
の
整
備
へ
と
遡
り
、

天
平
宝
字
元
年
の
大
炊
王
立
太
子
の
頃
に
顕
在
化
し
た
藤
原
仲
麻
呂
と
彼
女

と
の
間
の
皇
統
意
識
の
ズ
レ
に
辿
り
つ
く
。

　
こ
の
う
ち
第
八
章
に
つ
い
て
は
、
長
屋
王
家
の
家
政
機
関
に
司
や
所
と
い

う
下
級
機
関
が
存
在
し
た
事
が
木
簡
か
ら
判
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
写
経

事
業
は
著
者
が
推
測
す
る
露
な
家
政
機
関
の
業
務
で
は
な
く
そ
の
下
の
専
門

機
関
で
行
わ
れ
た
と
見
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
従
っ
て
、
写
経
紙
の
供
給
も

光
明
子
家
が
考
え
ら
れ
、
発
願
者
も
光
明
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
す

れ
ば
、
こ
の
写
経
は
光
明
の
私
的
事
業
の
性
格
が
強
く
な
る
。
更
に
、
天
平

五
年
頃
に
は
開
始
さ
れ
て
い
た
五
月
一
襲
経
の
書
写
も
、
願
文
に
「
奉
為

尊
考
贈
正
一
位
太
政
大
臣
府
君
・
受
皿
贈
従
一
位
橘
氏
太
夫
人
、
敬
写
一
切

経
論
及
律
」
と
あ
る
か
ら
、
天
平
五
年
の
橘
三
千
代
の
死
を
受
け
て
両
親
の

追
善
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
れ
と
並
行
し
て
光
明
が
行
っ
た
橘
三
千
代
追

善
の
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
、
法
隆
寺
西
円
堂
本
尊
へ
の
半
日
等
と
連
関
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
に
、
初
期
の
光
明
の
仏
教
事
業
は
、
神
亀
五
年

の
某
王
の
死
去
や
天
平
五
年
の
橘
三
千
代
の
死
去
を
契
機
と
し
た
身
内
的
私

的
性
格
の
強
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
私
は
、
第
一
〇
章
で
検
討
さ

れ
た
光
明
の
晩
年
の
仏
教
事
業
に
も
そ
の
性
格
が
強
い
と
思
う
。
確
か
に
大

炊
王
立
太
子
に
よ
っ
て
皇
統
は
藤
原
氏
の
女
性
所
生
の
天
武
系
の
嫡
系
で
継

承
さ
れ
る
と
い
う
「
原
則
」
は
崩
れ
、
そ
れ
は
光
明
の
意
志
に
反
す
る
事
で

あ
っ
た
ろ
う
。
但
、
著
者
の
い
う
「
皇
統
・
系
譜
意
識
の
高
揚
」
は
今
一
つ

具
体
的
で
は
な
い
。
藤
原
北
夫
人
追
善
の
為
の
先
一
切
経
の
書
写
と
橘
三
千

代
追
善
の
為
の
法
華
経
等
の
書
写
か
ら
「
皇
統
・
系
譜
意
識
の
高
揚
」
を
い

う
の
も
必
ず
し
も
説
得
的
で
は
な
い
。
又
そ
れ
以
外
の
行
為
も
身
内
的
私
的

な
感
が
否
め
な
い
。
著
者
は
光
明
が
「
仏
教
に
よ
る
国
家
の
救
済
に
動
き
だ

し
た
」
と
い
う
が
、
法
華
寺
金
版
の
御
記
文
に
見
え
る
の
も
「
思
為
先
帝
及

先
考
先
批
」
と
い
う
身
内
的
発
想
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
聖
武
の
大
仏
造
立
詔

の
「
広
及
法
界
、
為
朕
知
識
、
遂
使
同
化
利
益
、
共
致
菩
提
」
と
い
う
ス

ケ
ー
ル
に
は
及
ば
な
い
。
寧
ろ
、
天
平
宝
字
元
年
の
大
炊
王
立
太
子
や
翌
年

の
自
ら
の
大
病
と
厚
葉
即
位
以
降
は
、
光
明
は
亡
き
父
母
と
失
等
自
ら
の
身

内
の
救
済
を
主
と
し
た
仏
教
信
仰
へ
と
傾
斜
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
光

明
の
国
政
関
与
の
あ
り
方
等
で
議
論
の
余
地
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
光
明
の

晩
年
に
顕
著
な
事
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
仏
教
事
業
は
首
尾
一
貫
し

て
私
的
身
内
的
性
格
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
よ
う
。
尚
、
著
者
は

109 （109）



東
大
寺
へ
の
奉
納
主
体
に
つ
い
て
近
藤
毅
大
鷺
の
説
に
従
っ
て
全
て
光
明
と

理
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
り
（
吉
川
敏
子
門
紫
微
中

台
の
『
居
中
奉
勅
撫
に
つ
い
て
の
考
察
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
睡
一
六
八
、
二
〇

〇
〇
年
）
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

三

　
第
工
部
の
中
心
と
な
る
の
は
、
内
裏
系
統
の
写
経
所
を
検
討
し
た
第
一
～

三
章
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
天
平
六
年
の
写
経
司
と
天
平
十
三
年
の
写
一
切

経
司
を
取
り
上
げ
、
両
者
は
～
連
の
も
の
で
聖
武
天
皇
発
願
一
切
経
を
書
写

し
て
い
た
と
推
定
し
、
そ
の
写
経
事
業
は
本
経
と
し
て
い
た
玄
肪
か
ら
借
用

し
た
経
巻
を
皇
盾
宮
職
に
渡
し
た
天
平
十
三
年
四
月
に
は
終
了
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
と
い
う
。
次
に
第
二
章
と
第
三
章
で
は
、
写
御
書
所
と
奉
写
御

輿
経
所
、
奉
写
一
切
経
司
と
い
う
内
裏
系
統
の
写
経
所
を
考
察
し
て
い
る
。

ま
ず
論
文
発
表
が
早
い
第
三
章
で
は
、
天
平
宝
字
六
年
十
二
月
か
ら
神
護
景

雲
三
年
三
月
に
か
け
て
正
倉
院
文
書
に
経
典
の
請
求
と
貸
出
に
関
す
る
史
料

が
残
る
奉
写
御
執
経
論
と
活
写
一
切
経
司
を
扱
う
。
奉
写
御
執
適
所
で
は
天

平
神
護
三
年
二
月
以
降
、
五
月
一
日
経
を
借
用
し
て
景
蕾
至
切
経
（
以
下
、

景
雲
経
）
の
勘
経
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
も
詩
経
の
為
の
目
録
の
請

求
が
あ
り
、
～
一
つ
の
勘
経
は
一
連
で
、
天
平
宝
字
六
年
六
月
頃
に
内
裏
で
始

め
ら
れ
た
。
経
典
の
請
求
等
は
当
初
は
写
御
書
所
が
、
同
年
十
二
月
に
写
御

書
所
が
薄
墨
中
執
詰
所
に
発
展
し
た
後
は
奉
写
御
執
経
説
が
行
い
、
勘
経
は

当
初
内
裏
で
、
天
平
神
護
元
年
三
～
五
月
頃
に
は
奉
写
御
書
経
所
が
行
う
様

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
天
平
神
護
三
年
二
月
か
ら
五
月
一
日
経
を
借
用
し
て

年
内
で
中
心
部
分
の
勘
経
を
終
え
、
疏
の
勘
経
を
含
む
一
切
経
全
体
の
完
成

を
め
ざ
し
て
奉
写
一
切
経
司
が
成
立
し
た
と
す
る
。
第
二
章
で
は
こ
れ
を
受

け
て
、
写
御
書
所
と
奉
写
影
執
経
所
の
関
係
を
考
察
す
る
。
写
御
書
所
か
ら

出
向
し
た
写
経
生
に
関
す
る
天
平
宝
字
二
更
と
七
年
の
文
書
に
加
え
、
更
に

天
平
宝
字
四
、
五
年
と
推
定
で
き
る
「
写
御
書
所
移
」
を
示
し
て
、
写
御
書

所
は
天
平
宝
字
工
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
存
続
し
た
と
見
る
。
又
全
集
御
執

経
所
が
六
年
十
二
月
か
ら
見
え
る
の
で
両
者
を
別
組
織
と
し
た
佐
藤
長
門
氏

の
説
に
対
し
て
、
写
御
書
所
が
奉
写
御
執
経
所
と
名
称
変
更
し
た
後
も
外
部

の
人
間
は
写
御
書
所
と
い
う
旧
名
称
を
使
用
し
た
と
批
判
し
、
「
御
書
」
と

は
内
裏
に
あ
っ
た
疏
を
含
む
経
典
の
事
で
写
御
書
所
で
は
こ
れ
を
本
経
と
し

て
景
雲
経
の
書
写
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。
以
上
か
ら
、
写
御
書
所
と
書
写
御

潜
思
所
、
奉
写
　
切
経
司
が
継
起
的
に
設
置
さ
れ
た
内
裏
系
統
の
写
経
所
で
、

そ
こ
で
景
雲
経
の
書
写
と
勘
経
が
行
わ
れ
た
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。　
尚
、
こ
れ
ら
の
写
経
所
と
天
平
年
間
に
確
認
さ
れ
る
写
一
切
経
司
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
「
正
倉
院
文
書
と
平
日
本
紀
」
（
『
古
代
文
書
論
嚇
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
見
癬
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
仁
王
会

に
用
い
る
仁
王
経
と
仁
王
経
疏
の
新
写
が
皇
后
宮
職
系
統
の
写
経
所
と
内
裏

系
統
の
写
経
所
で
分
担
さ
れ
て
い
た
と
解
し
た
上
で
、
仁
王
会
が
行
わ
れ
た

天
平
元
年
か
ら
宝
亀
三
年
ま
で
内
裏
系
の
写
経
所
（
写
一
切
経
所
）
は
継
続

的
に
存
在
し
て
い
た
と
推
測
、
更
に
景
雲
経
の
書
写
を
目
的
と
し
て
写
御
書

所
が
設
け
ら
れ
て
内
裏
系
の
写
経
所
は
二
系
統
に
な
っ
た
が
、
や
が
て
神
護

景
雲
元
年
八
月
頃
に
一
本
化
し
て
接
写
一
切
経
司
が
成
立
、
宝
亀
四
年
迄
は

存
続
し
て
い
た
と
す
る
。
著
者
の
一
連
の
研
究
で
、
内
裏
系
統
の
写
経
所
の

変
遷
に
つ
い
て
｝
定
の
見
通
し
が
得
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
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評書

四

　
第
H
部
は
図
書
寮
所
蔵
経
の
考
察
で
あ
る
。
ま
ず
第
五
章
で
は
、
図
書
寮

所
蔵
の
経
巻
に
は
寮
経
と
寮
一
切
経
の
二
つ
が
あ
り
、
内
裏
に
納
め
ら
れ
た

経
典
の
う
ち
、
一
部
が
宮
中
の
内
堂
に
留
め
ら
れ
（
内
顧
経
）
、
そ
の
他
の

図
書
寮
の
管
理
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
が
毒
心
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
寮
経
が

天
平
勝
宝
六
年
三
月
上
旬
頃
に
五
月
一
日
経
の
勘
経
の
為
に
造
東
大
寺
司
に

移
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
景
雲
経
の
勘
経
の
為
業
院
に
貸
し
出
さ
れ
た
。
つ
ま

り
、
図
書
寮
経
は
五
月
　
日
経
と
景
雲
経
の
勘
経
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

又
、
上
国
将
来
経
が
図
書
寮
経
を
構
成
す
る
と
い
う
大
平
聡
氏
の
説
を
批
判

し
、
国
権
将
来
経
と
図
書
寮
経
の
内
訳
は
一
致
せ
ず
、
遣
唐
使
将
来
経
は
内

堂
に
留
め
ら
れ
た
ら
し
い
事
等
も
指
摘
し
た
。
次
に
第
六
章
で
は
寮
一
切
経

を
扱
う
。
寮
一
切
経
は
天
平
宝
字
四
年
十
～
月
～
翌
年
五
月
の
「
所
々
経
勘

検
注
文
」
が
初
見
で
そ
の
後
一
貫
し
て
東
大
寺
写
経
所
に
あ
っ
た
。
次
に
藤

原
豊
成
所
蔵
経
が
天
平
勝
宝
九
年
八
月
四
日
に
藤
原
豊
成
か
ら
内
裏
に
献
上

さ
れ
、
翌
日
東
大
寺
に
移
さ
れ
、
宝
字
王
年
九
月
に
は
聖
上
尼
の
元
に
移
り
、

更
に
東
大
寺
を
へ
て
造
東
大
寺
司
へ
移
動
し
た
と
述
べ
、
更
に
兵
部
卿
尊
御

所
一
切
経
が
五
月
一
日
経
や
そ
れ
以
外
の
経
典
を
本
経
と
し
て
天
平
十
五
年

頃
に
は
書
写
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
、
藤
原
豊
成
所
蔵
経
は
こ
れ
を
申
心
に
形

成
さ
れ
た
一
切
経
で
寮
　
切
経
に
相
当
す
る
と
推
定
し
た
。
従
っ
て
こ
の
～

切
経
が
造
東
大
寺
司
へ
移
動
し
た
の
は
天
平
宝
字
四
、
五
年
と
い
う
事
に
な

る
。
こ
の
二
つ
の
論
文
に
よ
っ
て
図
書
寮
の
管
理
す
る
経
典
に
つ
い
て
概
要

が
把
握
で
き
た
訳
で
あ
る
。
更
に
第
七
章
で
は
、
写
真
将
来
経
が
一
貫
し
て

鑑
真
の
手
元
に
置
か
れ
そ
の
～
部
は
唐
招
提
寺
に
移
さ
れ
た
と
述
べ
る
。

　
尚
、
第
六
章
で
兵
部
卿
一
切
経
の
書
写
に
五
月
一
日
経
が
用
い
ら
れ
た
と

す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。
著
者
の
解
釈
は
、
天
平
十
四
年
十
月
二
十
二
日
の

「
關
経
目
録
」
（
八
－
一
三
一
～
二
）
を
「
写
経
所
が
そ
こ
に
存
在
し
な
い

経
巻
を
調
査
し
て
列
挙
し
た
も
の
」
で
、
「
写
経
所
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て

蹴
球
の
所
在
調
査
を
行
い
、
判
明
し
た
分
に
つ
い
て
返
還
を
要
求
し
た
」
と

即
し
、
「
写
一
切
甲
所
請
砂
面
」
（
八
－
一
六
五
～
六
）
を
そ
の
憂
節
メ
モ
と

考
え
た
事
に
立
脚
し
て
い
る
。
そ
こ
に
見
え
る
の
と
同
じ
欠
巻
状
態
に
あ
る

経
巻
が
五
月
一
日
経
に
あ
る
の
で
、
兵
部
卿
家
に
対
し
て
五
月
一
日
毒
中
の

経
巻
が
貸
し
出
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
閾
経
目
録
」
は
そ

の
末
尾
に
「
右
十
六
部
、
並
峡
巻
数
不
足
、
伍
顕
注
最
前
」
と
あ
る
様
に
、

写
経
所
に
な
い
経
巻
で
は
な
く
牛
巻
が
欠
け
て
い
る
経
巻
の
リ
ス
ト
な
の
で

あ
り
、
著
春
が
引
用
し
た
「
兵
」
の
注
記
を
も
つ
「
摩
雛
僧
祇
律
四
十
巻
」

や
「
四
分
律
六
十
巻
」
も
写
経
所
の
外
に
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
欠
巻
や
欠

秩
が
あ
る
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
「
写
一
切
経
所
請
書
帳
」

は
そ
の
欠
巻
を
補
う
借
用
の
為
の
メ
モ
で
、
こ
こ
に
見
え
る
経
巻
は
写
経
所

か
ら
貸
し
出
さ
れ
て
返
還
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
五
月
一
日
経

の
欠
け
た
巻
・
秩
を
補
う
為
に
写
経
所
が
借
り
出
そ
う
と
し
た
経
巻
な
の
で

あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
こ
に
「
可
請
兵
部
卿
差
し
と
記
さ
れ
て
い
る
「
僧
祇

律
第
三
映
。
十
巻
」
は
「
閾
経
目
録
」
に
見
え
る
「
忌
詞
僧
舐
律
四
十
巻
。

欠
第
王
峡
」
の
欠
巻
部
分
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
兵
部
卿

一
切
経
が
五
月
一
日
経
書
写
に
利
用
さ
れ
た
と
は
い
え
て
も
、
五
月
一
日
経

を
本
経
と
し
て
書
写
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

　
春
陽
部
の
残
り
は
藤
原
氏
関
係
の
写
経
所
を
論
じ
る
。
第
九
章
は
北
大
家

写
経
所
を
扱
う
。
そ
こ
で
は
天
平
十
一
、
十
二
年
頃
一
切
経
が
書
写
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
と
開
係
し
て
皇
后
宮
職
の
写
経
司
か
ら
紫
紙
や
大
般
若
経
が
送

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
天
平
十
五
年
八
月
以
前
に
元
興
寺
に
納
め
ら
れ
た
元
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興
寺
北
宅
一
切
経
で
あ
り
、
且
つ
藤
原
北
夫
人
発
願
一
切
経
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
一
切
経
は
藤
原
北
夫
人
の
発
願
で
光
明
の
兄
の
房
前
の
冥
福
や
光
明
の

姉
で
房
前
の
妻
の
牟
婁
女
王
の
福
寿
を
祈
る
も
の
で
、
そ
の
事
も
あ
っ
て
こ

の
写
経
に
は
皇
后
宮
職
か
ら
援
助
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
又
こ
の
一
切
経
は

各
所
か
ら
本
経
を
集
め
て
書
写
さ
れ
て
い
て
五
月
一
日
経
と
内
容
が
異
な
っ

て
い
た
の
で
、
五
月
一
日
経
の
書
写
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
時
本
経
と
し
て
利

用
さ
れ
る
事
が
あ
っ
た
。
天
平
勝
宝
六
年
～
八
歳
に
か
け
て
北
家
と
藤
原
夫

入
家
務
所
は
造
東
大
寺
司
か
ら
大
番
の
経
典
を
借
り
て
お
り
、
そ
れ
は
元
興

寺
北
宅
一
切
経
の
薄
塩
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。
第
一
〇
章
と
合
わ
せ
て
光

明
と
北
大
家
、
北
夫
人
と
の
密
接
な
関
係
が
窺
え
て
興
味
深
い
。

　
第
＝
章
は
藤
原
仲
麻
呂
家
の
写
経
事
業
を
扱
う
。
藤
原
仲
麻
呂
家
で
は

天
平
勝
宝
元
年
か
ら
天
平
宝
字
八
年
迄
東
大
寺
写
経
所
か
ら
写
経
の
為
に
経

典
を
借
用
し
て
い
た
。
こ
の
写
経
の
本
経
は
五
月
一
日
経
で
、
論
の
書
写
か

ら
始
ま
り
疏
に
及
ん
だ
が
、
宝
字
八
年
五
月
頃
か
ら
久
須
麻
呂
家
で
大
小
乗

経
の
書
写
が
始
ま
っ
た
。
両
家
の
写
経
は
五
月
一
日
経
を
本
経
と
す
る
一
切

経
書
写
を
分
担
す
る
も
の
で
あ
り
、
仲
麻
呂
家
で
借
用
し
た
疏
で
前
山
寺

（
栄
山
寺
）
に
、
久
須
麻
呂
家
に
奉
請
さ
れ
た
経
で
殖
槻
寺
に
送
ら
れ
た
も

の
が
あ
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
仲
麻
呂
家
で
の
一
切
経
書
写
は
「
東
大
寺

に
お
け
る
一
切
経
転
読
に
な
ら
ぶ
法
会
を
私
的
に
挙
行
し
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
仏
教
的
権
威
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
誇
示
し
よ
う
と
」
し
た
か
ら
で
あ

る
と
い
う
。
結
局
仲
麻
呂
の
こ
の
企
て
は
…
切
経
の
完
成
前
に
お
け
る
自
身

の
敗
北
に
よ
っ
て
叶
わ
な
か
っ
た
。
一
切
経
の
書
写
は
長
年
月
を
要
す
る
大

事
業
で
あ
る
事
を
思
え
ば
、
書
写
事
業
そ
れ
自
体
に
も
意
味
が
あ
っ
た
よ
う

な
気
も
す
る
。

　
以
上
の
雑
慮
と
し
た
紹
介
か
ら
も
窺
え
る
様
に
、
本
書
所
収
の
各
論
文
の

醍
醐
味
は
、
写
経
所
文
書
に
点
在
す
る
関
係
史
料
を
組
み
合
わ
せ
て
、
内
裏

系
統
や
貴
族
の
写
経
所
の
実
態
を
解
明
す
る
と
い
う
、
ミ
ス
テ
リ
ー
タ
ッ
チ

な
史
料
操
作
に
あ
る
。
何
と
ぞ
読
者
は
、
直
接
本
書
を
手
に
と
っ
て
史
料
操

作
の
醍
醐
味
を
味
わ
い
、
そ
の
当
否
を
判
断
し
て
頂
き
た
い
。

五

　
山
下
有
美
氏
の
『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
臨
（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
九
年
）
は
、
正
倉
院
文
書
の
本
来
の
性
格
を
踏
ま
え
た
写
経
所
研
究
の

現
時
点
で
の
一
つ
の
到
達
点
だ
が
、
山
下
氏
の
研
究
は
著
者
の
研
究
を
多
く

踏
ま
え
て
い
る
。
目
に
つ
い
た
も
の
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
様
で
あ
る
。

　
ま
ず
光
明
関
係
で
は
、
第
四
章
の
初
期
写
経
所
の
問
題
が
あ
る
。
山
下
氏

の
挙
げ
た
論
点
は
多
岐
に
蒙
る
が
本
書
と
関
係
が
深
い
の
は
次
の
諸
点
で
あ

る
。
①
天
平
十
年
の
写
経
司
の
成
立
は
写
経
所
と
経
師
所
の
一
本
化
と
と
も

に
司
へ
の
昇
格
で
あ
る
。
写
経
所
は
天
平
九
年
九
月
に
は
既
に
活
動
を
開
始

し
て
お
り
、
恐
ら
く
天
平
初
年
か
ら
存
在
し
て
い
る
皇
盾
宮
職
の
写
経
組
織
、

経
師
所
は
天
平
九
年
九
月
に
設
置
さ
れ
た
補
助
的
機
関
で
あ
る
。
②
写
経
司

の
管
轄
下
で
東
院
写
…
切
経
界
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
問
も
写
経
司
で
は
椙

当
数
の
外
写
（
五
月
～
日
経
以
外
の
写
経
）
を
行
っ
て
お
り
、
東
院
写
～
切

経
所
設
置
の
目
的
は
五
月
一
日
経
の
書
写
を
中
断
な
く
行
え
る
環
境
を
確
保

す
る
為
で
あ
る
。
書
院
と
は
平
城
宮
の
東
院
と
思
わ
れ
る
。
③
天
平
十
二
年

四
月
下
番
か
ら
十
三
年
閏
三
月
十
一
日
ま
で
の
活
動
の
中
断
は
福
寿
寺
へ
の

移
転
の
為
の
期
闘
で
あ
る
。
④
福
寿
寺
は
天
平
十
年
の
阿
倍
内
親
王
立
太
子

と
関
連
が
あ
る
寺
院
で
あ
る
。
福
寿
寺
写
～
切
経
所
と
福
寿
寺
造
物
所
は
と

も
に
皇
后
宮
職
管
下
に
あ
っ
た
が
互
い
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
⑤
福
寿
寺

写
一
切
経
所
か
ら
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
へ
の
改
称
は
山
房
と
福
寿
寺
を
一
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体
化
し
た
大
和
国
金
光
明
寺
の
成
立
に
伴
う
も
の
で
、
金
光
明
寺
写
一
切
経

所
は
金
光
明
毒
造
物
所
の
管
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
山
下
氏
の
見
解
を
踏
ま
え

た
今
後
の
議
論
が
期
待
さ
れ
る
。

　
次
い
で
第
一
章
の
内
裏
系
統
の
写
経
所
を
巡
る
議
論
が
あ
る
。
山
下
氏
は
、

写
一
切
経
司
は
天
平
十
九
年
に
も
存
続
し
て
お
り
、
当
時
禅
院
寺
か
ら
経
典

を
借
用
し
て
い
る
の
で
書
写
は
継
続
し
て
い
た
と
し
、
聖
武
天
皇
発
願
一
切

経
は
天
平
十
四
年
か
ら
金
光
明
寺
写
経
所
に
委
託
さ
れ
た
大
官
一
切
経
書
写

の
本
経
と
し
て
採
用
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
誤
り
が
あ
る
事
が
発
覚
し
た
の
で

天
平
十
五
年
末
に
は
大
官
一
切
経
書
写
は
中
断
さ
れ
、
十
八
年
か
ら
五
月
一

日
経
を
本
経
と
し
て
再
開
さ
れ
て
（
先
業
…
切
経
）
、
完
成
後
大
安
寺
に
収

め
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
「
正
倉
院
文
書
と
続
日
本
紀
」

で
、
天
平
十
五
年
に
大
官
一
切
経
書
写
の
本
経
と
し
て
聖
武
天
皇
発
願
一
切

経
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
頃
に
は
書
写
は
終
了
し
て
い
た
と
見
る

べ
き
で
あ
っ
て
、
天
平
十
八
、
十
九
年
に
写
一
切
経
司
が
経
典
や
目
録
を
借

り
た
の
は
、
天
平
勝
宝
元
年
の
詔
で
命
じ
ら
れ
た
～
切
経
転
読
講
説
の
為
に

別
の
一
切
経
書
写
に
取
り
掛
か
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
先
写
一

切
経
や
実
写
一
切
経
と
同
様
に
理
解
す
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
議
論
か
ら
幾
つ

か
問
題
が
派
生
す
る
。
ま
ず
華
厳
経
を
本
と
し
た
一
切
経
転
読
講
説
と
の
関

係
で
あ
る
。
先
玉
　
切
経
の
前
身
の
大
富
一
切
経
書
写
が
開
始
さ
れ
た
天
平

十
四
年
は
大
仏
造
営
以
前
だ
か
ら
、
華
厳
経
を
本
と
し
た
一
切
経
転
読
講
説

が
企
画
さ
れ
て
い
た
か
は
微
妙
で
あ
る
。
又
山
下
氏
が
空
写
一
切
経
を
奉
納

し
た
と
す
る
豊
前
大
神
宮
寺
は
一
切
経
転
読
講
説
と
は
一
応
無
関
係
で
あ
り
、

こ
の
奉
納
は
大
仏
造
営
の
協
力
関
係
等
か
ら
理
解
し
た
方
が
よ
い
様
に
思
う
。

更
に
天
平
十
四
年
に
大
官
～
切
経
書
写
が
金
光
明
寺
写
経
所
に
委
託
さ
れ
た

事
情
も
問
題
で
あ
る
。
山
下
氏
に
従
え
ば
、
写
一
切
国
司
で
聖
武
天
皇
発
願

一
切
経
書
写
が
継
続
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
事
に
な
ろ
う
が
、
著
者
の
い
う

様
に
天
平
十
五
年
迄
に
は
書
写
が
終
わ
っ
て
い
た
と
す
る
と
委
託
の
説
明
が

難
し
く
な
る
。
可
能
性
と
し
て
は
著
者
の
い
う
新
た
な
一
切
経
書
写
が
始
ま

っ
て
い
た
場
合
が
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
大
官
一
切
経
書
写
と
同
様
に
華
厳

経
を
本
と
し
た
一
切
経
転
読
講
説
に
関
係
す
る
か
が
問
題
に
な
る
と
思
う
。

　
こ
の
様
に
山
下
氏
の
研
究
が
著
者
の
研
究
を
踏
ま
え
て
い
る
事
か
ら
も
、

山
下
氏
の
著
書
に
遅
れ
て
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
順
序
が
逆
な
感
が
拭
え

な
い
。
勿
論
、
　
ぢ
の
著
書
は
恐
ら
く
別
個
に
編
集
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
刊
行
の
順
序
も
偶
然
の
所
産
で
あ
ろ
う
。
基
礎
的
な
作
業
を
積
み
重
ね

つ
つ
性
急
な
議
論
を
慎
み
、
勉
括
的
な
研
究
を
い
わ
ば
「
門
下
生
」
に
譲
ら

れ
た
形
に
な
っ
た
の
は
、
学
問
に
対
す
る
著
者
の
真
摯
な
態
度
で
あ
っ
て
、

こ
こ
で
と
や
か
く
い
う
事
で
は
な
い
が
、
個
別
研
究
を
踏
ま
え
た
正
倉
院
文

書
論
や
写
経
所
論
を
本
書
に
望
ん
だ
の
は
私
一
人
で
は
な
か
ろ
う
。
だ
が
、

恐
ら
く
著
者
に
と
っ
て
本
書
は
単
な
る
中
間
報
告
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

ひ
と
つ
我
々
は
、
個
別
写
経
研
究
等
も
包
括
し
た
壮
大
な
奈
良
朝
写
経
所
論

い
や
奈
良
時
代
史
論
を
、
次
な
る
著
作
に
期
待
す
る
事
と
し
よ
う
。

〈
付
記
〉
　
第
七
章
で
扱
わ
れ
た
鑑
真
将
来
経
に
つ
い
て
は
、
『
続
日
本
紀

研
究
嚇
三
三
七
号
掲
載
予
定
の
別
稿
で
私
見
を
述
べ
た
。
併
せ
て
参
照
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
〇
年
三
月
刊
、
塙
照
雨
、
四
〇
五
頁
、
本
体
八
○
○
○
円
）

　
　
　
　
（
関
西
大
挙
非
常
勤
講
師
　
奈
良
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